














K2CuxZnト XF4 の SpinDynamics









































間で消失し(rapiddecay) ,観測される吸収線は一般に共鳴点に関し対称な Lerentzian とな
る｡又,理論的解釈においてEPR吸収線は緩和関数のフーリエ変換として与えられ,これに
線型応答理論に基づいた久保一富田理論より導出された緩和関数を用いる事で,3次元磁性系
EPR吸収線を説明する事が出来た｡従って,以上より3次元磁性系 EPRは線型現象として
みなしえるといえた｡
一方,交換相互作用が1次元及び2次元的につながった低次元磁性系では,スピン相関は長
時間持続 (longtimetail)を示すので,3次元磁性系EPRでは観られなかった様々な振る舞
いが観測される.特に副吸収線 (2abline)に対 して,久保一富田理論を適用出来ない事が指
摘されている｡さらに我々の研究室において上.T.T.効果の強まった1次元磁性体 TMMCで
久保一富田理論では説明のつかない共鳴点シフトが観測され,低次元磁性系EPRを線型現象
とみなす事-の疑問が生じてきた｡
そこで本論文では低次元磁性系EPRにおける吸収線はもはや3次元磁性系で用いられる緩
和関数の単なるフーリエ変換では表わす事が出来なくなり,その為吸収線が共鳴点に関し非対
称となるいわゆる"線型の歪み〝やその結果生ずる共鳴点シフトといった非線型効果の現われ
る可能性を現象論的に示 し,さらにこの非線型効果に注目し1次元磁性体 TMMC,1次元希
釈系TMMC:Cu4･50/0,2次元磁性体K2MnF｡にっいて測定を行なった｡
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